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世
石
造
遺
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}掬晒

藤

井

直

正

一
、

は

し

が

き

近
年
に
お
け
る
日
本
考
古
学
は
、
周
知

の
通
り
、
各
時
代

に
わ
た

っ
て
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
続
け
、

そ
の
成
果
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ

る
。
こ
う
し
た
趨
勢

の
中

で
、
標
題
に
か
か
げ
た
石
造
遺
物

と
い
う
分
野
で
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う

か
。

私
の
狭
少
な
知
識

で
も
、
古
代

の
中
心
大
和
で
、
近
世
以
来
好
事
家

の
関
心
を
集

め
て
来
た
、
飛
鳥
地
方

に
散
在
す
る
、

酒
船

石
や
須
弥
山
石
な
ど
と
呼
ば
れ
て

(
1

)

い
る
謎

の
石
造
物
に

つ
い
て
、
そ
の
本
来

の
用
途
が
遺
構
と
の
関
連
に
お
い
て
解

明
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
ま
た
奈
良
時
代
の
す
ぐ
れ
た
石
仏

が
の
こ
る
奈
良
市
高
畑
町

に
所
在
す

る
い
わ
ゆ
る

"
頭
塔
"
が
、
従
来
考
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
に
、
土
を
版
築

に
し
た
仏
塔

の
遺
構
で
あ
り
、
石
仏
は
そ

の
四
面
に
整
然
と
配
置
し
た
も

の
で

(
2
)

あ

る
こ
と
が
、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所

に
よ
る
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
き
な
発
見
は
、
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
町
に
所
在
し
、
古
代
寺
院
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
石
光
寺
に
お

い
て
、
本
堂

の
改

築

に
伴
う
発
掘
調
査

で
、
古
く
か
ら
の
伝
承
を
裏
づ
け
る
凝
灰
岩
製

の
仏
像

が
出

土
し
、

こ
れ
を
本
尊
と
す
る
寺
院

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
韓
国

に
お
け
る
作
例

(3

)

や
仏
堂

で
の
あ
り
方
と

の
つ
な

が
り
か
ら
、
日
本

の
初
期
仏
教
寺
院
に
お
け
る
弥
勒
信
仰

の
展
開
に
新
し

い
資
料
を
提
供
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

(105)
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●

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

中
世

・
近
世
の
石
造
遺
物
は
、
こ
う
し
た
古
代

の
遺
例
に
く
ら
べ
る
と
、

ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
華

々
し
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
少

い
が
、
最
近
に
お
け
る
学
界
の
動

向
と
し
て
、
各
地
に
の
こ
る
中
世
あ
る

い
は
近
世

の
石
造
遺
物
を
歴
史
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
地
域
史

の
解
明
に
役
立

て
よ
う
と

い
う
試
み
が
目
立

っ
て
き
た
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
試
み
の
事
例

と
し
て
、
福
井
市

一
乗
谷

に
所
在
す
る
特
別
史
跡
越
前

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

の
調
査
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
、

一
乗
谷
の
各
所

に
散
在

(
4
)

(
5
)

す

る
笏
谷
石
製

の
石
仏

の
調
査
や
、
日
本
海
沿
岸
航
路

に
よ
る
笏
谷
石
製
品
の
流
通
に
関
す

る
研
究
が
あ
り
、
大
分
県
国
東
半
島
に
所

在
す
る
田
染
荘
や
都
甲
荘
な

ど

一
連

の
荘
園
調
査
の
中

で
、
国
東
半
島

一
円
に
分
布
し
、
独
特

の
形
態
を
も

つ
こ
と
か
ら
、
古
く

天
沼
俊

一
博
士
が
提
唱
さ
れ
た

"
国
東
塔
"
を
、
そ

の
所
在
地

(
6
)

と
こ
れ
を
製
作
し
た
在
地
土
豪

と
の
関
係

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
分
県
と
い
え
ば
、
国
東
半
島
は
各
種
各
様

の
石
造
遺
物
の
所
在
す

る
こ
と
で
知
ち
れ
て

い
る
が
、

こ
れ
と
並
ん
で
数
多
く

の
磨
崖
石
仏

の
あ
る

こ
と
で
も
有
名

で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
臼
杵
市

の
臼
杵
石
仏
群
は
そ

の
白
眉
で
あ
り
、
平
成
七
年
四
月
、
従
来
の
重
要
文
化
財
か
ら
昇
格
し
て
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
。

ホ
キ
石
仏

・

山
王
石
仏

・
古
園
石
仏

・
堂
ケ
迫
石
仏

の
四
群
か
ち
成
り
、
過
去
三
十
七
年
間
に
わ
た
る
修
復
と
環
境
整
備
事
業
が
完
成
し
て
現
代

に
よ
み
が
え

っ
た
。

こ
れ
と
並

㈲

行
し
て
磨
崖
仏
周
辺
の
考
古
学
的
調
査
が
行
な
わ
れ
、
石
仏
の
造
立
年
代
や
造
立
時
に
お
け

る
状
況
等
に

つ
い
て
新
し

い
知
見

が
加
わ
り
、
ま
た
こ
れ
ら

の
石
仏
群

α

(
7
)

が
造
立
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
に

つ
い
て
も
精
細
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
動
向

の
中

で
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
朝

日
百
科
日
本

の
歴
史
別
冊
の

"
歴
史
を
読

み
な
お
す
"

シ
リ
ー
ズ
の

『
中
世

の
村
を
訪
ね
る
』

で
は
、
大
分
県
宇

佐

・
国
東

の
村
や
荘
園
を
、
さ
ら
に
備
後
国
太
田
荘
と
そ

の
外
港

で
あ

っ
た
尾
道

(と
も
に
広
島
県
)
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
太

田
荘
域
や
尾
道

に
の
こ
る
石
造
遺
物

　
　

　

を
資
料
と
し
て
中
世
の
村
を
考
え
、
石
造
遺
物
造
立

の
背
景
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
試
み
が
鮮

か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
折
に
ふ
れ
て
述
べ
て
来
た
よ
う

に
、
日
本
全
国

の
各
地

に
の
こ
る
石
造
遺
物
を

「
石
造
美
術
」

の
名
称
の
も

と
に
総
括
し
、

こ
れ
を
歴
史
時
代
考

古
学

の
対
象
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
四
年

の
史
学
科
創
設
以
来
、
昭
和
五
十
三
年

に
逝
去
さ
れ
る
ま
で
、
九
年
間

に
わ
た

っ
て
わ
が
大
手
前
女
子

大
学

の
史
学
科
教
授
と
し
て
在
職
さ
れ
た
、
故
川
勝
政
太
郎
博
士

の
不
朽

の
業
績

で
あ

る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
。
先
生

の
足
跡
は
全
国

の
各
地
に
及
び
、
自

ち
計
測

・
手
拓
さ
れ
た
彪
大
な
資
料
の
上

に
立

っ
て
石
造
美
術
論
を
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
か

つ
て
の
日
本
考
古
学
、
中

で
も
歴
史
考
古

学

の
各
分
野
が
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う

に
、
古
代

・
中
世
の
遺
品
が
主
た
る
対
象
で
、
近
世

・
近
代

の
遺
品
ま
で
及
ん
で
い
な
か

っ
た
こ
と
と
、
各
地
域
に
存
在
す

る



遺

品
に
つ
い
て
、
そ

こ
に
遺
品

の
存
在
す

る
理
由

に

つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
は
い
る
が
、
よ
り
踏

み
込

ん
で
各
遺

品
の
存
在
す

る
歴
史
的
背
景
を
考
え
、
ま
た

こ
う
し

た
遺
品
を
資
料
と
し
て
地
域
史
を
解
明
す

る
と

い
う

と
こ
ろ
ま

で
至
ら
れ
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

最
近
に
お
け
る
歴
史
学
界
の
動
向
は
、
川
勝
先
生

の
目
標
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
は
る
か
に
超
え

て
、

石
造
遺
物
を
歴
史
資
料
と
し
て
活
か
す
方
向

で
進
め
ら
れ

て

い
る
こ
と
は
喜
ば
し

い
。
し
か
し
、

こ
の
世
界
に
お

い
て
大
先
達

で
あ

っ
た
川
勝
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
諸
先
学
の
業
績
を
正
し
く
継
承
し
、
ま
た
表
面
的
な
観

察

に
と
ど
ま
ら
ず
、
遺
品
そ
の
も
の
の
正
確
な
実
測
と
所
刻
銘
文

の
精
細
な
解
読
を
合
わ
せ
た
考
古
学
的
方
法
を
以
て
資
料
化
す
る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
こ
と
を
痛

感
す
る
。

私

の
石
造
遺
物

へ
の
関
心

は
、

い
ま
ふ
り
返

っ
て
み
る
と
、
四
十
余
年
前

の
学
生
時
代
に
芽
生
え

て
い
る
こ
と
に
気

づ
く

の
で
あ
る
。
当
時
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り

の
川
勝
政
太
郎
先
生
著

の

『
石
造
美
術
と
京
都
』
や
、
戦
前

に
刊
行
さ
れ
て
い
た

『大
和

の
石
造
美
術
』

や

『
日
本

の
石
佛
』
な
ど
を
古
書
店

で
見

つ
け
、

こ
れ
ら

を
携
え
て
奈
良
や
京
都

の
社
寺
を
た
ず

ね
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

っ
た
。
昭
和
二
十
五
年

に
は
、
は
じ

め
て
訪
れ
た
香
川
県
で
、
現
在
は
高
松
市

に
編
入
さ
れ
て

い
る

讃
岐

一
の
宮
、
式
内
田
村
神
社
に
隣
接
す

る
大
宝
院

の
境
内
で
偶

々
見

つ
け
た
石
造
宝
塔
二
基

が
、

一
つ
は
基
礎
を
除

い
て
完
全
に
の
こ
り
、
見
る
か
ら

に
古
色
蒼

然

と
し
た
宝
塔
で
、
駆
け
出
し

の
私

の
乏
し

い
知
識
で
も
鎌
倉
時
代
を
下
ら
な

い
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
も
う

一
つ
の
方

の
塔
身

に
は
、
宝
治
二
年

(
一

二
五
四
)

の
銘
文

の
あ
る

こ
と
が
肉
眼
で
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

こ
で
両
方
と
も
実
測
図
を
作

っ
て
お

い
た
。
後

日
、
た
し
か
三
回
生

の
時

で
あ

っ
た
が
、

非
常
勤
講
師
と
し
て
来
講
さ
れ
て

い
た
末
永
雅
雄
先
生

の
課
題

で
リ
ポ
ー
ト
と
し

て
提
出
し
た
。

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
、
当
時
ま
だ
面
識
は
な
か

っ
た
が
、
川
勝
政
太

郎
先
生

の
お
手
許
に

「
讃
岐
大
宝
院
石
造
宝
塔
」
と
し
て
送

っ
た
と

こ
ろ
、

『史
　
と
美
術
』
第
二
三
七
号

に
掲
載
さ
れ
、
後
日
、
先
生

の
学
位
請
求
論
文
で
あ
り
、

京
都
綜
藝
舎
か
ら
出
版
さ
れ
た

『
日
本
石
材
工
藝
史
』

の
図
版
に
名
前
入
り
で
登
載
し

て
い
た
だ
い
た
。

香
川
県

に
も
数
多
く

の
石
造
遺
物

の
所
在
す

る
こ
と
は
、
そ
の
後
、
卒
業
論
文
の
作
成

の
た
め
、
古
瓦
資
料

の
採
訪

と
寺
院
跡
探
訪

の
途
次
に
接
し
て
い
る
が
、

と
く

に
積
極
的
に
調
査
し
た
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
今
回
本
稿

に
お
い
て
取
り
上
げ

た
志
度
寺

の
経
塔
と
長
尾
寺

の
経
瞳

は
当
時
か
ら
着
目
し
て

い
た
も

の
で
あ

る
。
地
元

で
は
よ
く
知
ら
れ
た
遺
品

で
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
は
石
造
遺
物
全
般
に
わ
た

っ
て
言
え
る
こ
と

で
は
あ
る
が
、
未

だ
考
古
学
や
中
世
史

の
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
の
な

い
資
料

で
あ
る
。

以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
石
造
遺

物
に
は
常

々
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
古
代

や
中
世
の
遺

品
は
も
と
よ
り
、
近
世

・
近
代

に
及
ぶ
広
範

・
多
岐
に
わ

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

(107)
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中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

(
9
)

た
る
石
造
遺

物
を
、
考
古
学

の
対
象

と
し
、

こ
れ
を
地
域
史

の
資
料
と
し
て
役
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
常

々
私
は
考
え
て

い
る
。

本
稿
は
、
石
造
遺
物

の
調
査

・
研
究

に
つ
い
て
、
私
が
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
視
点
に
立
ち
、
最
近
、
見
聞
す
る
こ
と
の
で
き
た
狭
山
池

の
石
棺
に

つ
い
て
の
所
見

を
披
露
し
、
ま
た
以
前
か
ら
気

に
と
め
て

い
た
讃
岐
所
在

の
石
造
遺
物
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
大
方

の
ご
叱
正

・
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

注

(1
)

飛
鳥

の
石
造
遺
物
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物

に
紹
介

さ
れ
て

い
る
が
、
新
し

い
見
解

に
つ
い
て
は

、
門
脇
禎
二
氏

の
『新
版
飛
鳥
1

そ

の
古
代
史
と
風

土
1
』

(N

H
K
ブ

ッ
ク

ス
、

一
九
七
七
年

一
二
月
)
、
お
よ

び
同
氏

『飛
鳥

古
享

i
古
代

び
と

の
舞
台
1
』

(吉
川
弘
文
館

、

一
九
九
四
年

一
二
月
)
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(2
)

大
脇

潔
氏

「頭
塔

の
発
掘
」

(『古
代
史
復
元
3

古

代

の
宮
殿
と
寺
院
』
所
収
、

一
入
入
九
年

一
月
)
他

が
あ
る
。

(3
)

河
上
邦
彦

・鈴
木
喜
博
氏

「石
光
寺

の
発
掘

と
出
土
遺
物

」

(『
佛
教
藝
術
』
第
二
〇
三
号
、

一
九
九
二
年

七
月
)
、
お
よ
び
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
編

『当
麻
石
光

寺
と
弥
勒
仏
概
報
』

(吉

川
弘
文
館
、

】
九
九
二
年
入
月
)

(4
)

福
井
市

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所

『
一
乗
谷
石
造
遺
物
調
査
報
告
書

一
』

(
一
九
七
五
年
)

(5
)

垣
内
光
次
郎
氏

「北
陸

の
石
造
品
」
新
人
物
往
来
社

「
中
世

の
風
景
を
読

む
4

日
本
海
交
通

の
展
開
』
所

収
、

一
九
九
五
年
六
月
)

(6
)

大
分
県
立
宇
佐
風
土
記

の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館

『豊
後

国
田
染
荘

の
調
査
』

1

・
n

(
一
九
八
六
～
七
年

)、

お
よ
び
同

『豊
後
国
都
甲
荘

の
調
査
』

(
一
九
九

二
年
)

(7
)

賀
川
光
夫
氏
編

『
臼
杵
石
仏
1

よ

み
が
え

っ
た
磨
崖
仏
1
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
五
年
五
月
)

(8
)

同
書
所
収

の
石
井

進
氏

「
1
宇
佐

・
国
東

の
村

を
訪

ね
る
」

「
2
荘
園
と
港
i
備
後
国
太

田
荘
と
尾
道
」

で
く
わ
し
く
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(9
)

藤
井
直
正

「
石
造
遺
物
調
査

の
視
点
-
史
料
化

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」

(『市
史
紀
要
』
第
2
巻
所
収
、
寝
屋

川
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
〇
年
三
月
)

(108)

 

二
、
狭
山
池

の
改
修

と
出
土
遺
構

1

狭
山
池

の
改
修
史

大
阪
狭
山
市

の
中
央
に
ひ
ろ
が
る
狭
山
池

は
、
羽
曳
野
丘
陵
と
、
そ

の
西
側
に
連
な
る
狭
山
丘
陵
と
の
間
を
北
流
す
る
、
西
除
川
と
三
津
屋
川
を
堰
止

め
て
築
造

さ
れ
た
、
周
囲
約
四
キ

ロ
、
満
水
面
積
三
入

・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
潅
概
面
積
約
五
七
〇

ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
人
工
池
で
あ
る
。



築
造

の
歴
史
は
古
く
、
文
献
上
で
は
、

『
日
本
書
紀
』
巻
五
、
崇
神
天
皇
六
二
年
条

に
、

六
十
二
年
秋
七
月

乙
卯
朔
丙
辰
、
詔

日
、
農
天
下
之
大
本
也
、
民
所
侍
以
生
也
、
今
河
内
狭
山
埴
田
水
少
、
是
以
其
國
百
姓
、
怠
於
農
事
、
其
多
開
池
溝
、
以

寛
民
業
、
十
月
造
依
網
池
、
十

一
月
作
苅
坂
池
反
折
池

と
あ

る
の
が
初
め
で
あ

る
が
、
考
古
学
上

の
所
見

で
は
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
後
半
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

奈
良
時
代

に
は
、
行
基
が
天
平
三
年

(七
三

一
)
に
狭
山
池
院
と
尼
院
を
建
立
し
、
狭
山
池
を
修
築
し
た
こ
と
が

『
行
基
年
譜
』
に
記
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
初
頭
に

は
、
東
大
寺

の
復
興
と
再
建

に
当

た
っ
た
勧
進
上
人
、
俊
乗
坊
重
源
が
、
建
仁
二
年

(
一
二
〇
二
)
か
ら
翌
三
年

(
一
二
〇
三
)

に
か
け
て
、
改
め
て
狭
山
池
を
修

築
し
た

こ
と
が
、
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
見
え
る
次
の
記
事
、
す
な
わ
ち
、

河
内
國
狭
山
池
者
、
行
基
菖
跡
也
、
而
堤
壊
崩
既
内
山
野
、
為
彼
改
復
、
臥
石
樋
事
六
段
云

々

に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
近
世
初
頭

に
は
、
慶
長
十
三
年

(
一
六
〇
八
)

に
、
豊

臣
秀
頼

が
片
桐
且
元
に
命
じ
て
、
摂
河
泉
三
国

の
人
夫
と
多
大

の
資
材
を
投
じ
て
修
理
し
た
こ
と

働

が
記
録

と
し
て
の
こ
さ
れ
て

い
る
。
近
代

に
入

っ
て
か
ら
は
、
大
正
十
四
年

(
一
九
二
五
)
か
ら
昭
和
六
年

(
一
九
三

一
)

に
か
け

て
大
改
修

工
事

が
行
な
わ
れ
、

q

こ
の
時
、
北
堤

の
西
辺
に
設
け
ら
れ
て
い
た
西
樋
遺
構
か
ら
、
古
墳
時
代

の
石
棺
を
利
用
し
た
樋
管

が
検
出
さ
れ
た
。

2

平
成
の
改
修
工
事
と
中
樋
遺
構

狭
山
池
は
、
近
年
に
な

っ
て
、

か
つ
て
は
こ
の
池
水
に
よ

っ
て
潅
概

の
行
な
わ
れ
て
来
た
下
流
地
域
の
耕
地
が
、
都
市
化
現
象

の
進
行
に
よ

っ
て
激
減
し
、
反

っ

て
河
川

の
氾
濫
が
起
こ
り
や
す

い
状
況

に
な

っ
て
来
た
た
め
、
池
そ
の
も

の
を
治
水
ダ
ム
と
し
て
改
造

・
整
備
す

る
大
規
模
な
土
木
工
事
が
、
平
成
元
年
度
よ
り
実

施

さ
れ
て

い
る
。

こ
の
工
事
に
伴

っ
て
、
池
底
に
遺
存
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
底
樋

の
検
出
に
備
え
て
、

こ
れ
を
対
象
と
す
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

が
、
大
阪
狭
山
市
教
育
委
員

会
を
主
体
に
し
た
狭
山
池
調
査
事
務
所
に
よ

っ
て
実
施

さ
れ
て
来
た
が
、

二
ヵ
所

に
お
い
て
底
樋

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、

こ
れ
ら

の
樋

の
構
築
と
狭
山
池

の
改
修
に

か
か
わ
る
重
要
な
事
実
の
数

々
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

の

一
つ
は
北
堤

の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
中
樋
遺
構
、
も
う

一
つ
は
北
堤

の
東
端
近
く

で
見

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討



中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

つ
か

っ
た
東
樋
遺
構

で
あ
る

(図
版
二
)
。

こ
の
う
ち
本
稿
で
取
り
上
げ
た

い
の
は
中
樋
遺
構

に
使
用
さ
れ
て
い
た
石
棺

に

つ
い
て
で
あ
る
が
・
ま
ず
遺
構

の
概
要
を
現
地
説

明
会
貧
粍
を
参
照
し
な
が
ら
摘

記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

中
樋
遺
構

で
は
、
近
世
の
樋

の
最
下
段
が
検
出
さ
れ
た
。
上
半
部
は
大
正
年
間

の
工
事
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
現
存
部
分

の
高
さ

]
四
六
セ
ン
チ
、
横
幅

一
四

七

セ
ン
チ
を
測
り
、
全
体
は
箱
状

に
作
ら
れ
、

一
ば
ん
前

の
部
分

に
は
、
平
た

い
板
状

の
石
が
敷
か
れ
て
い
た
。
樋

の
両
側

に
は
塀
状
に
板
が
組
ま
れ
、
池
水
が
集

ま
り
や
す
く
、
堤
側

の
土
が
流
水

に
よ

っ
て
崩
れ
な

い
よ
う
に
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る

"
扇
子
板
"
が

つ
く
ら
れ
て

い
た
。
東
側
で
の
幅

四
二
五

セ

ン
チ
、
西
側

で
の
幅
四

一
八
セ
ン
チ
、
も
と
の
高
さ
は
二
二
〇
セ
ン
チ
程
度

と
考
え
ら
れ
て
い
る

(図
版
三

・
四
)
。

そ
の
外
側

に
は
、
西
側
に
六
個
、
東
側
に
五
個
、
計
十

一
個

の
石
材
を
使
用
し
た
石
垣
が
築

か
れ
て
い
た
。
計
測
値

は
、
東

側
の
幅
五
二
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
二
三

〇
セ
ン
チ
、
西
側

の
幅
四
六
〇

セ
ン
チ
、
高
さ
二
四
〇
セ
ン
チ

で
あ

る
(図
版
三
)
。

こ
の
石
材
十

一
個

の
う
ち
十
個
が
家
形
石
棺

の
身
を
利
用
し
、
二
個
を
上
下

に

底
面
を
表
に
し

て
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
東
側

の
部
分

で
の
右
端
は
、
石
棺

一
個

の
上

に
長
方
形

の
自
然
石
が
の
せ
ら
れ
て

い
た
が
、
壁
面
に
な

っ
て

い
る
部
分

の
下
が
わ
に
重
源
に
よ
る
狭
山
池
改
修
当
時

の
碑
文
が
刻
ま
れ
て

い
る

こ
と
が
わ
か
り
・
鎌
倉
時
代

の
金
石
文
と
し
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
に
な

つ
(旭
・

以
上

の
よ
う

に
、
今
回
、
狭
山
池

の
中
樋
遺
構
か
ら
検
出
さ
れ
、
近
世
の
改
修
時
に
転
用
さ
れ
て
い
た
石
棺

は
図
版
四

の
表

に
示
し
た
よ
う
に
計
十

一
個
で
、
そ

の
う

ち

一
個

が
二
上
山
産

の
凝
灰
岩
で
あ
る
他

は
、
十
個

の
す

べ
て
が
灘
石
と
竜
山
石
製
と
鑑
定
さ
れ
て

い
る
家
形
石
棺

の
身

で
あ
麗

・
狭
山
池

に
お

い
て
は
・
大

正
か
ら
昭
和
初
年

に
か
け

て
改
修
工
事

の
行
な
わ
れ
た
際

に
も
、
西
樋
遺
構
で
身
六
個
、
蓋
二
個
・
計
八
個

の
石
棺
が
検
出

さ
れ
て

い
(祝
・
従

っ
て
西
樋
と
中
樋
を

合
わ
せ
る
と
十
九
個
も

の
石
棺
材
が

こ
こ
に
運
ば
れ
、
樋
管
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
石
棺
材
が
ど
こ
か
ら
運
ば
れ

て
来
た

の
か
と

い
う
点

に
つ
い
て
は
、
西
樋

の
発
見
当
時

に
お

い
て
も
疑
問

が
持
た
〔拒
・
今
回
の
調
査
に
お

い
て
も
強

い
関
心

が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
が
、

明
確
な
見
解

は
出
さ
れ
て

い
な

い
。
私
は
、
こ
れ
ら

の
石
棺
材

の
大
部
分
が
竜
山
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
産
地
で

あ
る
播
磨
か
ら
直
接
運
ば
れ
た
も

の
と
考
え

て
い
る
。
以
下

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

大
阪
府
下
を
は
じ
め
近
畿

の
各
地

の
古
墳

に
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
石
棺

の
中
に
は
、
竜
山
石
製

の
も

の
が
数
多
く
存
在
す
る

こ
と
が
知
ち
れ
て
い
(娩
・
狭
山
池

が

所
在
す
る
南
河
内
地
方

に
も
及
ん
で
い
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際

に
狭
山
池
に
お

い
て
検
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
樋
管

に
転
用
し
て
使
用
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、

(110)

電



一
時

に
大
量

の
石
棺
材
を
必
要
と
す

る
の
で
あ
る
し
、
そ

の
た
め
に
は
古
墳
の
石
室
か
ら
搬
出
す

る
と

い
う
作
業
を
伴

い
、
所
に
よ

っ
て
は
古
墳
を
破
壊
す

る
と

い

う
行
為
も
免
れ
な

い
の
で
あ

る
。
少
く
と
も
狭
山
池

の
周
辺
地
域
で
こ
れ
だ
け

の
数

の
石
棺
を
調
達
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
狭
山
池

の
改
修

が
重

源
上
人
と

い
う
当
代
随

一
の
仏
教
家
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
作
善
業

で
あ
る
以
上
、
そ

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
古
墳
を
破

壊
し

て
石
棺
を
搬
出
す
る
と
い

っ
た
行
為
は

考
え
ら
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
石
棺

の
原
材
料

と
な

っ
た
竜
山
石
は
、
現
在

の
兵
庫
県
加
古
川
市
と
高
砂
市

に
ま
た
が
る
竜
山
に
産
す

る
凝
灰
岩
で
、
今
日
で
も
石
材

の
採
掘
が
行
な

わ
れ
、
古
代
以
来
綿

々
と
石
材

の
切
り
出
し
と
加
工
が
続
け
ら
れ
て
来
た
。

こ
の
地
に

つ
い
て
は
、
『播
磨
國
風
土
記
』
印
南
郡
大
國
里
の
条

に
記
述
が
あ
り
、
古
く

　ヱ

か
ら
奇
勝
と
し
て
有
名
な

「
石
の
宝
殿
」

の
所
在
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

俊
乗
坊
重
源
は
、
治
承

の
丘
ハ火
で
消
失
し
た
東
大
寺

の
再
建
に
当
た

っ
て
勧
進
上
人
に
任
じ
ら
れ
、
そ

の
生
涯
の
晩
年
を

こ
れ
に
捧
げ

た
が
、
各
地

に
別
所
を
営

み
、

こ
の
大
事
業
を
推
進
し
た
。

こ
の
中

で
当
面
の
課
題

と
直
接

つ
な

が
り
を
持

っ
て

い
る
の
が
播
磨
別
所

で
あ
り
、
か

つ
て
こ
こ
が
東
大
寺
領
播
磨
国
大
部
荘

の
故
地
で
あ

っ
た
こ
と
の
関
連
に

鋤q

お

い
て
重
要
で
あ
る
。

播
磨
国
大
部
荘
は
、
現
在

の
兵
庫
県
小
野
市
浄
谷
町
を
中
心

と
す
る
地
域
で
、
そ
こ
に
は
重
源
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
浄
土
寺

が
所
在
し
、

い
わ
ゆ
る
大
仏
様
建

築
と
し
て
有
名
な
宝
形
造

の
浄
土
堂
が
現
存
し
、
仏
師
快
慶
作

の
来
迎
阿
弥
陀
三
尊
像
と
共
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

東
大
寺
領
大
部
荘
と
浄
土
寺
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
共
に
大
手
前
女
子
大
学

の
初
代
学
長

で
あ

っ
た
中
村
直
勝
博
士

が
嗜
矢
で
あ
り
、
大
部
荘
は
大
著

『荘
園

の

研
究
』

の
中

で
、
浄
土
寺
は

『
丘
ハ庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
六
輯
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
、
竹
内
理
三
氏
も

『
寺
領
荘
園

の
研
究
』
や

『
日
本
上
代

寺
院
経
済
史

の
研
究
』
の
中

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
他
、
多
く

の
方

の
業
績
が
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
六
十
二
年
ま
で
本
学
史
学
科

に
在
任
し
て
い
た
だ

い
た
故
東
郷
松
郎
教
授

は
、
私
も
多
大
の
学
恩
を
得

た
が
、
在
地

に
お

い
て
播
磨
国

の
古

代

・中
世
史

の
研
究
に
す
ぐ

れ
た
業
績
を

の
こ
さ
れ
た
。
そ

の
中

に

「
東
大
寺
領
播
磨
国
大
部
荘
と
浄
土
寺
1
そ
の
成

立
と
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二
、
三

の
問
題
1
」

ハ　
　

と
題
し
た
こ
論
考
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
大
部
荘

の
歴
史
を
要
約
す
る
と
、
大
部
荘
は
往
古

の
寺
領
を
ま
と
め
て
久
安
三
年

(
=

四
七
)
に
成
立
し
た
荘
園
で
、
建
久
元
年

(
一
一
九
〇
)

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

,

　一榊



中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

重
源

の
所
領
と
な
り
、
大
仏
再
建
の
功
労
者

で
あ
る
陳
和
卿

に
与
え
ら
れ
た

の
で
あ
り
、

こ
こ
に
播
磨
別
所

が
造
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
広
さ
に

つ
い
て
は
、

建
久
三
年

(
=

九
三
)

の
浄
土
寺
所
蔵
文
書

に
、

大
部
庄
朽
損
四
至
傍
示
事

四
至

棘
囎
漱
薩
村

栖
徽
献
鮎
川

と
あ
る
が
、
東

は
加
古
川
、
西
は
浄
土
寺

の
あ
る
浄
谷
ま
で
の
約
四
キ

ロ
、
北
は
東
条
川
か
ら
南
は
片
山
辺
ま
で
約
五
キ

ロ
に
わ
た
る
地
域

で
あ

っ
た
と
想
定
さ
れ

て

い
る
。

当
時
に
お
け

る
こ
の
地
方

の
景
観

が
ど
の
よ
う
な
状
況

で
あ

っ
た
の
か
、
今
日
に
お

い
て
は
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
お
そ
ら
く
原
野

が
つ
づ
い
て

い
た
の
で

あ
ろ
う
。
東
大
寺
さ
ら

に
重
源
に
と

っ
て
は
、
荘
園
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
原
野

の
開
発
は
絶
対
に
必
要
な
事
業

で
あ
り
、
播
磨
別
所

の
造
営
は
そ

の

た
め
の
中
枢
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

加
古
川
流
域

は
、
現
在
に
お

い
て
も
大
小
多
数

の
古
墳

の
密
集
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
部
荘
だ
け

で
は
な
く

こ
の
地
域

の
原
野

の
開
発
に
際
し
て
古

吻

墳

が
破
壊
さ
れ
る
場
合

の
あ

っ
た
こ
と
も
想
像

に
難
く
な

い
。
そ
し

て
こ
れ
ら

の
古
墳
内
に
納
め
ら
れ
て

い
た
石
棺
が
各
所
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
も
想
定
で
き
る

ロ

の
で
あ
る
。

播
磨
国
明
石
郡

に
は
、
播
磨
灘
に
面
し
て
、
古
来

「
摂
播

の
五
泊
」

の

一
つ
と
さ
れ
る
魚
住
泊
が
あ
る
。
俊
乗
坊
重
源

が
こ
の
魚
住
泊

の
修
築
を
行
な

っ
た
こ
と

は
、
『
南
無
阿
弥
陀
佛
作
善
集
』

に
、

魚
住
泊

彼
嶋
者
、
昔
行
基
井

(菩
薩
)
為
人
築
此
泊
、
而
星
霜
漸
積
、
侵
損
波
浪
、
然
間
上
下
船
遭
風
波
、
漂
死
輩
不
知
幾
千
、
伍
遂
弄
聖
跡
、
欲
復
菖
儀

と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
が
、

こ
の
事
業

の
行
な
わ
れ
た
年
時
は
、
建
久
七
年

(
一
一
九
六
)

の

「
太
政
官
符
」

の
記
述
か
ら
前
年

の
建
久
六
年

(
一
一
九

五
)

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(10

)

重
源
に
よ
る
魚
住
泊

の
修
復
と
播
磨
別
所

・
浄
土
寺

の
こ
と
に
つ
い
て
は
私
見
を
述

べ
た

こ
と
も
あ
る
が
、

い
ま
改
め
て
考
え

て
み
る
と
、
東
大
寺
領

の
周
防
国

か
ら
木
材
を
運

ぶ
こ
と
や
、
備
中

・
備
前

の
別
所
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を
輸
送
す
る
海
上
交
通
路

の
確
保
で
あ
り
、

こ
れ

に
加
え
て
播
磨
別
所
か
ら

の
物
資
を
搬

出
す
る
た
め
の
港
津
と
し

て
重
要
な
役
割
が
あ

っ
た
か
ら

で
あ

る
。
加
古
川
の
本
流
を
は
じ
め
、
明
石
川
を
は
じ
め
と
す

る
河
川
も
大
き
な
機
能

を
持

っ
て

い
た
の

▲



で
あ

る
。

加
古
川
流
域
か
ら
集
め
ら
れ
た
石
棺
材
は
、
竜
山

の
原
材
採
掘
地
に
集
結
さ
せ
た
と

い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し

て
も
魚
住
泊
か
ら
、
想
像
を
た

く

ま
し

く
す

る
と

、
木

材
を

組

ん
だ
筏

に
乗

せ

て
海

路
を

東

へ
、

淀
川

(神

崎

川
)

を

さ

か

の
ぼ
り
、

当

時

ま

だ
ひ

ろ
が

っ
て

い
た
河
内

湖

を
通

り
、

大
和

川

・
石

川
を

た
ど

っ
て
狭
山

の
地
に
搬
入
し
た
。

こ
れ

が
大
胆
で
は
あ
る
が
、
私
の
想
定
し
て

い
る
狭
山
池
出
土
の
石
棺
材

の
供
給
地
と
輸
送
路

に
つ
い
て
の
憶
説

で
あ
る
。

注

(
1
)

狭
山
池
調
査
事
務
所
『狭
山
池
江
戸
大
改
修
ー
中
樋
遺
構

説
明
会
1
』
、
な

お
現
地
説
明
会
は
平
成
五
年

=

一月
八
日
に
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
、
遺
構
を
+
分

に
見
聞

し
た
。

(2
)

今
回
発
見
さ
れ

た
石
碑
は
、
平
成
六
年
十
月

一
日
か
ら
十

一
月
十
三
日
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
た
特
別

展

「
狭
山
池

と
重
源
上
人
」

に
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
、
そ

の

図
録

に
現
物

の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る

(図
版
表
紙
)
。

ま
た
、
右

の
現
地
説
明
会
資
料

に
は
判
読

文
が
の
せ
ら
れ
て

い
る
が
両
者
を
比

べ
る
と
不
明

の
部
分

が
多

く
、
現

物
と
対
照
す

る
必
要
を
感
じ
、
大
阪
教
育
大
学
教
授
丹
生

谷
哲

一
氏
と
共
に
郷
土
資
料
館

に
赴
き
、

レ
プ
リ

カ
の
碑
文
に
よ

っ
て
検
討
を
加
え
た
。
そ

の
結
果
は
氏

に
よ
る

判
読
文
を
中
心
と
し
た
こ
論
考

と
合
わ
せ
て
別
稿
で
発
表

す
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
調
査

に
当

た

っ
て
は
、
大
阪
狭
山
市
立
郷
土
資
料
館
長
小
路
発
郎
氏
の
お
世
話

鋤

に
な

っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

α

(3
)

現
地
説
明
会
に

の
せ
ら
れ
て
い
る
表

と
配
置
図
を
図
版

四
に
掲
げ
て
お
く
。

(
4
)

末
永
雅
雄
博
士

「狭
山
池
」

(『
大
阪
府
史
蹟
名
勝

天
然
記

念
物
調
査
報
告
』
第

一
輯
、

一
九
三
〇
年
三
月
所
収
)。
な

お
本

文
は

『
狭
山
池
改
修
誌
』

(大
阪
府
、

一
九
三

一
年
)

に
再
録
さ
れ
て

い
る
。

(
5
)

末
永
雅
雄
博
士

『池

の
文
化
』

(創
元
社
、

一
九

四
七
年

六
月
)
。
な
お
本
書
は

　
九
七

二
年
に
学
生
社
か
ら
増
補
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

(6
)

古
墳
時
代

の
石
棺
に

つ
い
て
は
、
と
く

に
原
材

の
産
地

と
供
給
先
を
く
わ
し
く
調
査
さ
れ
た
間
壁
忠
彦

・
葭
子
ご
夫
妻

に
よ
る

一
連

の
研
究

が
あ
る
が
、
最
近
刊
行
さ
れ

た
間
壁
忠
彦
氏

の

『
石
棺
か
ら
古
墳
時
代
を
考
え
る
』

(同

朋
舎
出
版
、

一
九
九
四
年

一
月
)
に

こ
れ
ま

で

の
研
究
成
果
を
ま
と
め
ち
れ

て
い
る
。

(
7
)

間
壁
忠
彦

・
葭
子
氏

『
石
の
宝
殿
』

(六
興
出
版

ロ
ッ
コ
ウ
ブ

ッ
ク

ス
、

】
九
七
七
年
)
。

(8
)

東
郷
松
郎
氏

『播
磨
国

の
古
社
寺

と
荘
園
』

(し
ん
こ
う

出

版
K
K
、

一
九
八
八
年
三
月
)
所
収
。
本
書

は
生
前
に
先
生
か
ら
ご
恵
贈
を

い
た
だ
き
愛
蔵
し
て

い
る
。

(
9
)

『加
古
川
市
史
』

(第

一
巻
、

一
九
八
九
年
三
月
)
。

(
10
)

藤
井
直
正

「歴

史
時
代
考
古
学

の
視
点
」

(『
大
手
前
女

子
大
学
論
集
』
第

一
六
号
所
収
、

一
九
入
二
年

一
一
月
)

9一
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中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

三
、
讃
岐
志
度
寺
経
塔
と
長
尾
寺
経
憧

1

志
度
寺
と
経
塔

東
讃

の

一
邑
、
大
川
郡
志
度
町
は
、
波
静
か
な
志
度
湾

に
面
し
、
西
に
奇
勝
五
剣
山
、
屋
島
、
海
上
遙
か
に
小
豆
島

を
望
む
、
史
実
と
伝
説

に
色
ど
ら
れ
た
景
勝

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

海
岸

に
近
く
、
高
松
と
東
讃
を
結

ぶ
街
道

に
面
し
た
志
度
寺
は
、
山
号
を
補

陀
落
山
と

い
い
、
四
国
入
十
八
ヵ
所
霊
場
第
入
十
六
番
札
所
と
し
て
参
詣
者

が
絶
え

な

い
。

文
政
の
こ
ろ
、
讃
岐
出
身

の
国
学
者
中
山
城
山
が
著
わ
し
た

『全
讃
史
』
仏
廟
志

に
は
、
志
度
寺

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

是

の
寺
十
箇
寺
の

一
な
り
。
寺
記
に
云

ふ
。
推
古
の
御
宇
、
大
織
冠
鎌
子
大
臣
勅
を
奉
じ
て
。
寺
を
讃

の
寒
河
の
海
濱
に
建

つ
。
時

に
園
小
尼
知
法
と
云
ふ
者

あ
り
て
、
高
島

の
漂
木
を
以
て
、
十

一
面
観
音
像
を
作
り
、
以
て
其

の
寺

の
本
尊
と
爲

せ
り
。
今

の
志
度
寺
是
れ
な
り
。
其

の
後

天
智

の
御
字

に
方
り
て
、

マ

マ

大
織
冠
鎌
子

の
女
唐
土
に
鋸

つ
ぎ
、
玄
宗

の
皇
后
と
爲
る
。
嘗
て
皇
后
面
向
不
背
珠
及
び
管
弦
馨
、

洒
濱
石
を
以
て
、
其

の
兄
淡
海
公
に
寄
す
。
讃

の
寒
河
の

マ
マ

海
に
至
り
て
。
龍
人
の
奪

ふ
所
と
な
る
。
是
に
於
て
淡
海
公
椀
惜

の
絵
、
椀
潜
行
し
て
其

の
地
に
尋

ね
來
り
、
螢
女
を
以

て
妻
と
爲
し
、
居
る
こ
と
三
年

一
見

を
生

む
。
而
る
後
に
公
、
婦
に
論
げ

て
曰
く
、
吾
は
是
れ
淡
海
主
藤
原
不
比
等
な
り
。
珠
を
奪

は
る

・
の
恨
を
以
て
此
に
到
り
汝
と
遇

へ
り
。
汝
能
く
珠
を
奪

ひ
て
復
ら
ん
か
、
汝

の
兄
を
以

て
嗣
と
爲
せ
ん
と
。
是
に
於
て
蛋
女
海
に
投
じ
珠
を
奪

ひ
て
返
れ
り
。
遂

に
之
を
以

て
死
せ
り
。
其

の
子
は
則
ち
房
前
大
臣
な

り
。
因

っ
て
其

の
浦
を
謂

っ
て
房
前

の
浦
と
日
ふ
。
其

の
珠
今
、
竹
生
島

の
常
行
院
に
在
り
。
持
統
帝

の
七
年
、
房
前
大
臣
年
甫
め
て
十
三
、
行
基
菩
薩
に
請

ひ
て
、
此
の
寺

に
於
て
其

の
母

の
追
幅
を
爲
せ
り
。
因

っ
て
其

の
寺
を
請

っ
て
死
度
寺
と
日
ふ
。
今

は
志
度
寺
と
日
ふ
は
轄
説
せ
る
な
り
。
寛
文
中
藩
・王
英
公

寺
領
七
十
石
を
捨
す
。
塔
頭
五
箇
。
賭
鮒
残

湘
灘
臓

圓
通
寺

藤
原
不
比
等
と
蛋
女

(海
女
)
と

の
交
わ
り
、
房
前

の
出
生
を
め
ぐ
る
世
に
も
不
思
議
な
物
語
で
あ
る
が
、
謡
曲

『海
女
』

の
題
材
と
な
り
、
風
光

明
媚
な
志
度

の
地
を
舞
台
と
す
る
伝
承
と
し
て
親
し
ま
れ
て
来

た
。

(114)



騨

街
道

に
向
か

っ
て
西
面
す
る
仁
王
門
は
本
堂
、
閻
魔
堂
と
共
に
寛
文
七
年

(
一
六
六
七
)
、
時

の
高
松
藩
主
松
平
頼
重

の
造
立
し
た
建
築

で
県

の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
仁
王
門
に
立

つ
金
剛
力
士
像

は
鎌
倉
時
代

の
作
、
本
堂
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
木
造
十

一
面
観
音
立
像
、
脇
侍

の
不
動
明
王

・
毘
沙
門
天
立
像

は
平

安
時
代

の
作
で

い
ず
れ
も
国

の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て

い
る
す
ぐ
れ
た
彫
刻
で
あ
り
、
伝
承
は
別
と
し
て
、
古
刹
と
し
て
の
当
寺

の
歴
史
を
物
語

っ
て

い
る
。

さ
て
、
当
寺

の
境
内

に
は
め
ず

ら
し

い
石
造
遺
物
が
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
堂

か
ら

西
方

に
向
か

っ
た
境
内

の
西
北
隅
に
所
在
し
、
町

の
史
跡

に
指
定
さ

れ
て
い
る
石
塔
群

で
、
方
形
の
基
壇
上

に
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
経
塔
二
基

の
ほ
か
に
、
大
小
と
り
ま
ぜ
て
二
十
数
基

の
五
輪
塔
と
、
壇

の
前
方
両
側

に
立

つ
七
重
塔

な
ど
の
石
造
遺
物

が
林
立
し
て
い
る

(図
版
六
)
。
昭
和
二
十
年
代

に
は
じ

め
て

こ
れ
を
見
た
時

の
印
象
と
興
奮
は
は

っ
き
り
記

憶
し
て

い
る
が
、
「
海
女

の
墓
」
と

す
る
地
元
で
の
伝
承
を

『
讃
岐
名
勝
圖
絶
』

の
記
事

に
た
ど

っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

海
人
墓

毎
年
十
月
十
七

日
よ
り
廿
三
日
ま
で
法
事
修
行
す
。
墓
は
古
石
塔

に
て
あ

り
し
を
國
租
君
源
英
公
新

に
御
造
立
あ
り
、
墓

の
傍

に
経
塔

一
双
あ
り
、

マ

マ

是
は
房
崎
大
臣
、
法
花
経
十
巻
を
書
寓
し
て
御
母
堂
追
幅
の
た
め
奉
納
し
た
ま
ふ
な
り
と

い
へ
り
。

と
記
さ
れ
て

い
る
.

こ
れ
で
み
る
と
、

お
そ
セ

壇

の
中
央

に
立

三

き
わ
大
き

い
五
輪
塔
が
、
世

に
い
、つ
海
女

の
墓
な
の
で
あ
り
、

源
英
公
す
な
わ
ち
松
平
頼
重

勘

侯
が
新
し
く
造
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
し
、
傍
に
立

つ
他

と
は
形

の
ち
が

っ
た
石
塔
を

"
経
塔
"
と
し
、
藤
原
房
前
が
法
花
経
+
巻

を
書
写
し
て
母

で
あ

る
海
女

α

の
た
め
に
納
め
た
と
い
う

こ
と
を
伝
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
ろ

こ

い
し

こ
れ
ら
す

べ
て

の
石
塔
は
地
元

で

"
白
粉
石
"
と
よ
ば
れ
て
い
る
軟
質
の
凝
灰
岩
で
、
松
平
頼
重
侯

の
造
立
と
す

る
中
央

の
五
輪
塔
、
基
壇
前
方

に
立

つ
二
基
の

七
重
塔

の
他

は
風
化

の
度

が
著
し

い
。

こ
の
中

で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
中
央
五
輪
塔

の
や
や
前
方
、
左
右
に
置
か
れ
て
い
る
二
基

の
塔
で
、
原
形
は
か
な
り
失
わ
れ

て

い
る
が
、
他

に
は
類
例

の
な

い
異
形

の
、

一
見
し
て
鎌
倉
時
代

を
下
ら
な

い
古
色
蒼
然
と
し

た
石
塔

で
あ
る

(図
版
七
・
入
)
。
写
真
と
略
測
図

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
左
右

の
石
塔
は
製
作
手
法
も
大
き
さ
も
近
似
し
て

い
る
が
、

よ
く
観
察
す
る
と
若
干

の
違

い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
基
と
も
に
扁
平
な
石
を
組
み
合
わ

せ
た
方
形

の
低

い
基
礎

の
上

に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

塔
身
は
円
筒

形
で
、
そ
の
ふ
く
ら
み
と
高
さ
は
少
し
の
ち
が

い
が
あ
り
、
内
部

が
空
洞
に
な

っ
て

い
る

こ
と
が

一
般

の
宝
塔

と
異
り
本
塔
を
特
色

づ
け

て
い
る
。
そ

の
上

に
直
接
乗
せ
て
い
る
笠
も
左
右

が
ち
が

っ
て
い
て
、
右
側

の
方
は
か
な
り
形
を
く
ず
し
て
い
る
が
よ
く
観

察
す
る
と
本
来

は
八
角
形
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
左
側

の
方
は
方
形
で
他

の
層
塔

の
屋
根

が
転
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
右

側

の
が
原
形
を

と
ど
め
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
上
に
は
、
右
側

の
分
に
は
方
形
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
双
方
と
も
方
形
、
七
段
に
作
ら
れ
、
宝
簾
印
塔

の
笠

に

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

餌

　



中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

近

い
形
を
し
て
い
る
が
、
隅
飾
突
起

の
な

い
こ
と
か
ら

こ
れ
が
本
来

の
形

で
、
軸
部

は
相
輪
を
彫
出
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
上
端
に
は
浅

い
彫
り
込

み
が
あ
り
、
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
原
形
を
と
ど
め
て
い
な

い
が
宝
珠
が

の
っ
て
い
る
。
本
来
は
請
花
を
伴

っ
て

い
た
の
か
も
知

れ
な

い
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
二
基

の
石
塔

の
用
途

で
あ
る
が
、
藤
原
房
前
云

々
と
い

っ
た
こ
と
は
と
も
か
く
、
や
は
り
伝
承
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
来
た

こ
と
と
、
塔
身
が

空
洞
と
な

っ
て

い
る

こ
と
が
如
実
に
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
納
経

の
た
め
の
設
備
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
塔
、
そ
う

い
う
意
味
で
の
経
塔
と
考
え
る

の
が
も

っ
と
も
妥

当
で
あ
ろ
う
。

同
じ
よ
う
な
形
、
同
じ
よ
う
な
用
途
を
持

っ
た
石
造

の
塔
は
寡
聞

の
た
め
か
知
ら
な

い
が
、

こ
れ
を
銅
ま
た
は
鉄

の
、
金
属
製
に
し
た
場
合
、
比
叡

山
延
暦
寺

の

よ

か
わ

三
塔

の

一
つ
横
川

の
住
僧
覚
超
が
、
長
元
四
年

(
一
〇
三

一
)

に
、

か
ね
て
慈
覚
大
師
円
仁
が
自
ら
書

写
し
た
根
本
如
法
経
を
納
め
た
木
造

の
小
塔
を
、
そ

の
ま
ま

　
ユ

　

地
下
に
埋
め
る
た
め
に
つ
く

っ
た
と

い
う
銅
筒

が
想
起
さ
れ
る
。
さ
ら
に
経
巻
を
お
さ
め
る
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
遺
物

と
し
て
は
、
少
し
年
代
は
下
る
が
、
南
北
朝

お
お

だ

時
代
、
正
平
十
七
年

(
一
三
六
七
)
製
作

の
島

根
県
大
田
市
、
大
田
南
八
幡
宮
の
境
内

に
立
て
ら
れ

て
い
る
鉄
製
の
塔

が
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら

ひ
ろ
ま
る
六
+
六

　
　
　

鯉

襲
讐

↓議

瞬
黙
獲

鞠
薫
難

鞭

馨

鍵

織
縫
縫

籠
↑M(研
栃木県,
圃

志
度
寺

の
経
塔

の
造

立
年
代

に

つ
い
て
は
、
他

に
類
例

が
な
く
刻
銘
も
な

い
た
め
断
定

は
で
き
な

い
が
、
鎌
倉
時
代

の
初
頭
と
私
は
考
え
て
い
る
。

2

長
尾
寺
と
経
橦

志
度
町
の
南

に
接
す

る
大

川
郡
長
尾
町
は
、
東
讃

の
中

で
も
肥
沃
な
平
野
が
ひ
ろ
が
り
、
古
く
か
ら

こ
の
地
方
の
経
済

・
文
化

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
来

た

と

こ
ろ
で
あ
る
。

古
く
は
南
海
道
、
近
世

に
は
長
尾
街
道

と
よ
ば
れ
た
古
道

に
面
し
て
建

つ
長
尾
寺

は
、
四
国

入
十
八
ヵ
所
霊
場
第
入
十
七
番
札
所
で
、
寺
伝

で
は
天
平
十

一
年

(七

三
九
)
行
基
が
創
建
し
法
相
宗
で
あ

っ
た
と

い
う

が
、
現
在

は
天
台
宗
寺
門
派
に
属
し
て
い
る
。

街
道

に
向

か

っ
て
南
面
す
る
仁
王
門

の
前
、
参
道
を
挟

ん
だ
左
右

に
瀟
洒
な
覆
屋

の
建
物

が
あ
り
、
各

一
基

の
石
塔

が
立

っ
て
い
る
。

こ
れ
が
本
稿
で
取
り
上
げ

る
経
瞳

で
、
亨

か
ら
当
時

の
門
前

に
二
基

の
石
塔

の
立

っ
て
い
る
こ
と
は
有
名

で
あ

っ
た
ら
し
く

『
讃
岐
名
勝
圖
糟
』
の
図
幅

に
描
か
れ
て

い
(罷
・

明
治
二
+
六



年

(
一
八
九
三
)

に
な

っ
て

一
ど
門
内

に
移
さ
れ
た
が
、
同
四
十
五
年

(
一
九

一
二
)
再
び
現
位
置
に
復

さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
基

の
経
憧
に
は
、
下
方
を
除

い
て
、
は

っ
き
り
と
判
読

で
き
る
刻
銘

が
あ
り
、
造

立
年
代
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
造
遺
物
と
し
て
の
価
値
に
加

え

て
、
金
石
文
と
し
て
も
注
意

に
上
り
、
木
崎
愛
吉
氏

の

『
大
日
本
金
石
史
』
第
二
巻

(大
正
+

一
年
刊
)
や
、
昭
和
十
三
年

に
鎌
田
共
濟
會

か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
讃

岐
金
石
史
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
八
年

に

「
石
造
経
憧
」
と
し
て
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
二
十
九
年

に
改
め
て
文
化
財
保
護
法
に
よ
り

「
長
尾
寺
経
憧

二
基
」
と
し
て

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
永
年

の
風
雨
に
よ

っ
て
亀
裂
が
生
じ
、
ま
た
讃
岐

の
古

い
石
造
遺
物
と
同
じ
く
、
凝
灰
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
表
面

の
損

傷

の
度

が
著
し
く
な
り
保
存

が
危
ま
れ
る
た
め
、
平
成
元
年
十
月

か
ら
同
二
年
三
月

に
か
け

て
保
存
修
理
事
業
が
行
な
わ
れ
、
面
目
を

一
新

し
た
。
そ
の
詳
細
は
『重

要

文
化
財

長
尾
寺
経
瞳
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
と
し
て
香
川
県
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
建
造
物
と
し
て
の
報
告
書
で
あ
る
た
め
、

石
造
遺
物
と
し
て

の
考
古
学
あ
る

い
は
地
域
史

の
立
場
か
ら

の
考
察

が
ま

っ
た
く
加
え
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
私
た
ち
に
と

っ
て
は
物
足
ら
な

い
し
、
同
書
に

の
せ
ら
れ
て

い
る
精
密

な
実
測
図
も
機
械
的

で
味
気

の
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
図
版
と
し
て
掲
げ
て
お
く

(図
版
九

・
一
〇
)
。

石
造
遺
物
と
し

て
の
解
説
は
、
川
勝
政
太
郎
先
生

の

『
石
造

美

術
辞
典
』
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た

い
。
「
長
尾
寺
入
面
石
憧
」

と
し
て
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

高
松

(琴
平
)
電
鉄

「
長
尾
」
駅

の
東
。
古

い
面
影
を
残
す
道

に
面
し
た
門
前
の
左
右
に
、
八
面

石
瞳

が
二
基
立

っ
て

い
る
。
よ
く
似

て
い
る
が
大
き
さ
が

ち

が
う
。
向

っ
て
左

の
は
、
憧
身
は
八
面

で
あ
る

が
、
太

い
方
柱

に
大
面
取
を
し
た
形
で
、
そ
の
下
に
繰
形
座
を
据
え
、
橦
身
上
に
は
八
角

の
笠
と
低

い
宝
珠

を

一
石

で
作

っ
て
お
い
て
あ
る
。
笠

の
軒
反
り
の
ゆ
る

い
と
こ
ろ
や
宝
珠

の
形
、
ど

っ
し
り
と
し
た
憧
身
な

ど
、
鎌
倉
中
期
の
気
分

が
出
て

い
る
。
憧
身
四
面

の
上
方

に
金

剛
界
四
仏

の
古
風
な
梵
字
を
あ
ら
わ
し
、

一
面
に

「
弘
安
六
年

(
一
二
入
三
)
難
款
七
月
日
」
の
刻
銘

が
あ
る
。
右

の

一
基
は
そ
れ
を
手
本

に
し
て

三
年
後

に
作

ら
れ
た
も

の
で
、

一
面

に
「
弘
安
第
九
天
醸
徽
五
月
日
、
大
願

王
汰
江
ど

と
刻
む
。
石
憧
形
式

は
鎌
倉
初
期

か
ら
あ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、
遺
口叩
の
数

は
少
な
く
、

長
尾
寺

の
も
の
は
屈
指

の
古

い
も
の
で
あ
る
。

さ
す

が
要
を
尽

く
し
た
簡
潔
な
文
章
で
あ
る
。
文
中
、
銘
文

の
下
方

は
現
状
で
は
判
読
し
難

い
が
、

『讃
岐
金
石
史
』
は

「
大
施
主
、
種
部
氏
」

と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
形
態

の
石
造
遺
物

は
、

ふ

つ
う
石
憧
と
よ
ば
れ
、
そ

の
起

源
は
中
国
に
あ
り
、
仏
堂
内
に
か
け
る
六
角
ま
た
は
入
角
に
布
を
垂
ら
す

"
橦
"

に
粗
型
を

求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国

で
は
唐
代
か
ら
宋
代
に
盛
行
し
、
憧
身

の
内
部
に
経
巻
を
納
め
た
り
、
橦
身

に
経
文
を
刻
む
形
式

で
、
文
字
通
り

の
経
橦

で
あ
る
が
、

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

(117)

　
働,

　



中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

日
本

で
は
笠
塔
婆
形
式
と
な
り
、
造
立

の
目
的
も
多
様
化
し
た
よ
う

で
あ
る
。

長
尾
寺

の
遺
例

は
指
定
名
称
で
は
経
瞳

と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
報
告
書

に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
指
定
説
明

の
と

こ
ろ
で

「
経
は
塔
身

に
納
め
て

あ

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
塔
身

に
空
洞
が
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
実
測
図
を
見
て
も
現
物
を
観
察
し
て
も
空
洞

の
存
在
は
認
め
ら
れ
な

い
。
従

っ
て
本
遺
例

は
憧
そ

の
も

の
に
経
巻
を
納
め
る
の
で
は
な
く
、
納
経
と

い
う
行
為
の
記
念

の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と

い
う

の
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
私
の
懐

い
て
い

る
考
え
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
長
尾
寺
の
遺
例

の
ほ
か
に
も
、
大
川
郡
東
部

に
当
た
る
旧
寒
川
郡

の
地
域
に
は
、
同
じ
目
的
で
造
立
さ
れ
た
石
憧

の
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
報

告
書

に
も

「
類
似
調
査
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
長
尾
町
の
東
に
隣
接
す
る
寒
川
町

の
新
川
庵
に
二
基

〈う
ち

一
基
に
永
仁
三
年

(
一
二
九
五
)

の
紀
年
銘

が
あ

る
〉
、
さ
ら
に
東
の
大
川
町
に
は
、
筒
野
に
地
名

の
お
こ
り
と
な

っ
た

一
基

〈
文
永
七
年

(
一
二
七
〇
)
在
銘
〉
、
同
西
教
寺
に

一
基

〈永
和
二
年

(
=
二
七
六
)

在
銘
〉

の
石
憧

が
所
在
し

て
い
(融
.
+
三
世
紀

の
後
半
か
ら
+
四
世
紀
の
後
半

す
な
わ
ち
響

時
代
か
ら
南
北
朝
時
代

に
か
け
て
、
な
ぜ
こ
の
地
域
に
石
憧
が
集

中
し
て
存
在
し
て
い
る
の
か
。
長
尾
寺
の
遺
例

の
よ
う
に
経
瞳
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
し
た
ら
、
当
代
に
お
け

る
仏
教
信
仰

の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
そ
の

拗σ

価
値
は
多
大

で
あ
る
。

3

経
塔

・
経
憧
造
立
の
背
景

志
度
寺

に
は

『
志
度
寺
縁
起
絵
』
と
題
す
る
六
幅

(本
来
は
七
幅
)
の
掛
幅
が
伝
え
ら
れ
、
国

の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
当
寺

の
縁
起
を

描

い
た
も

の
で
、

}
幅

の
大
き
さ
は
縦

一
六
七
セ
ン
チ
、
横

一
二

一
セ
ン
チ
、
筆
者
は
各
巻
異
り
、
製
作
は
室
町
時
代
初
期
、
応
永
年
間

(
一
三
九
四
～

一
四
二
八
)

ご
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

最
近
、
こ
の

『
志
度
寺
縁
起
絵
』
が
大
西
昌
子
氏
に
よ

っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
地
獄
と
龍
宮

と
大
寺
と
ー

『
志
度
寺
縁
起
絵
』
に
見
る
l
」
と
題
す

る

一
文
で
興

味
深

い
論
説
を
展
開
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
縁
起
絵
は
三
幅
ま
で
が
志
度
寺
が
出
来

る
ま
で
を
説

い
た
創
建
諺

で
あ
り
、
残
り
の
三
巻
は
寺
が
出
来
て
以

後

の
蘇
生
諌
な
い
し
霊
験
讃
か
ら
成

っ
て
い
る
と
し
、
仏
教
以
前

の
龍
宮
と
仏
教
以
後

の
地
獄
を
核

と
し

て
、
志
度

の
地
の
他
界
観
に
結
び

つ
け
て
と
ら
え
、
美
術

　　
　

史
家

と
し
て
の
立
場
か
ら
絵
図
の
構
成

に
も
考
察

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。



●

た
し
か
に
志
度
の
地
は
、
古
代
以
来

の
霊
地

で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
白
砂
青
松

の
つ
づ
く
長

い
海
岸
線
は
近
年
ま

で
景
観
と
し
て
の
こ

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し

た
視
点
か
ら
志
度
を
ふ
く
め
た
東
讃

の
地
域
を
考
古
学
的
資
料
か
ら
裏

づ
け
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
が
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
経
塔

・
経
橦

の
存
在
は
、
中

世
の
遺
物

で
は
あ
る
が
、
今
日
で
は
ま

っ
た
く
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た

こ
の
地
域

の
宗
教
的
世
界
の
復
原
に
役
立

つ
よ
う

に
思
え

て
な
ら
な
い
。

『梁
塵
秘
抄
』
巻
第

二
に
お
さ
め
る

「
霊
験
所
寄
六
首
」
に
は
、

四
方

の
霊
験
所
は
、
伊
豆

の
走
井
、
信
濃

の
戸
隠
、
駿
河
の
富
士

の
山
、
伯
書

の
大
山
、
丹
後

の
成
相

と
か
、
土
佐

の
室
生
と
讃
岐

の
志
度

の
道
場
と
こ
そ
聞

け
。

(ご
=

○
)

と
、
諸
国

の
霊
地

・
霊
場
と
並

ん
で
志
度

の
地
を
あ
げ
て

い
て
、
当
時
、
は
る
か
な
都
に
ま
で
聞

こ
え
た
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
。
大
西
氏
の
説

か
れ
る
他
界

の
聖
地

で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、
志
度
寺

の
本
尊
十

一
面
観
音
と
山
号
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
、
志
度

の
地
は
観
世
音
菩
薩

の
い
ま
す
補
陀
落
浄
土

で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
紀
伊
熊
野
の
那
智
山
を
は
じ
め
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
全
国

の
各
地

に
営
ま
れ
た
経
塚
は
、

こ
う
し
た
古
代
以
来

の

聖
地
に
所
在
し

て
い
る
。
讃
岐

に
も
数
多
く

の
経
塚
が
存
在
し
て

い
る
が
、
経
典
を
地
下
に
埋
納
す

る
、

い
わ
ゆ
る
経
塚
と
は
別

に
、
諸
国

の
霊
地

.
霊
場
を
廻

っ

恥

て
経
典
を
納
め
る
と
い

っ
た
信
仰
も
し
く
は
習
俗
が
別
に
あ
り
、
そ
れ
は
後
代

の
廻
国
聖
に

つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
志
度
寺

の
経
塔
は
そ
う
し
た
信
仰

・
習
俗

q

に
か
か
わ
る
遺
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
志
度
寺

の
石
塔
群
は
縁
起
絵
二
の
画
面

に
描
か
れ

て
い
て
興
味
が
惹
か
れ
る
が
、
縁
起
の
流
布
と
共
に
海

女

の
墓
、
海
女

へ
の
供
養

の
た
め
の
納
経
と

い
っ
た
ふ
う

に
進
展
し

て
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

志
度
寺

に
は
じ
ま
る
納
経

の
風
習
は
、
周
辺

の
地
域

に
も
拡
大
し
、
十
三
～
四
世
紀
に
か
け
て
、
同
じ
く
観
音
霊
場

で
あ
り
、
補
陀
落
山

の
山
号
を
持

つ
長
尾
寺

で
は
経
憧

の
造
立
と
な
り
、
相
前
後
、
連
動
し
な
が
ら
寒
川
郡

の
各
地
に
多
く

の
遺
例
を
の
こ
す

こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
私
の
到
達
す
る
こ
と

の
で
き
た
解
釈

で
あ

る
。

わ
が
国

に
現
存
す

る
中
世

の
石
造
遺
物

の
中
で
、

こ
こ
に
取
上
げ

た
志
度
寺
経
塔
や
長
尾
寺
経
憧

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
遺
例
は
決
し
て
多

い
と
は

い
え
な

い
。
と

く
に
経
塔

に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
類
例
を
思

い
浮
か

べ
る

こ
と
が
で
き
な

い
が
、
経
憧

の
遺
例
と
し
て
挙
げ

る
と
す
る
と
、
瀬
戸
内
海
を
距
て
た
備
中
国
と

い
っ
て

う

か
ん

ほ

づ
き

も
山
間
部

の
岡
山
県
上
房
郡
有
漢
町
に
所
在
す
る
保
月
六
面
石
橦

が
あ
る
。
花
商
岩
製
、
方
形
の
台
座
上
に
六
角
柱
状

の
瞳
身
を
立
て
、
同
じ
く
六
角
形

の
笠
を

の

せ
て
い
る
。
頂
上
に
は
も
と
請
花
と
宝
珠
を
伴

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状

で
は
別

の
小
五
輪
塔
が
の
せ
ら
れ
て

い
る
。
総
高
三
メ
ー
ト

ル
に
近

い
優
美
な
石

中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

甲



中
世
石
造
遺
物
の
再
検
討

橦

で
あ

る
。

こ
れ
も
川
勝
政
太
郎
先
生
に
よ

っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
遺
品
で
刻
銘

に
よ

っ
て
嘉
元
二
年

の
造
立
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
(祝
・

六
角

と
八
角
と

の
ち
が

い
が
あ
り
、
弘
安
六
年

お
よ
び
九
年
造

立
の
長
尾
経
瞳
と
は
約
二
十
年

の
距
り
が
あ

る
が
、
笠

の
手
法
な
ど
に
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
、

こ
う
し
た
経
憧

の
源
流
を
さ
ぐ
る
こ
と
も

一
つ
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

注

(1
)

保
坂
三
郎
氏

「経
塚
概
論
」

(雄
山
閣

『新
版
仏
教
考

古
学
講
座
』
第
六
巻
、
経
典

・
経
塚
、

一
九
七
七

年
六
月
所
収
)
、

お
よ

び
、
景
山
春
樹
氏

『比
叡

山
』

(角
川
書

店
、

一
九
七
〇
年
九
月
)
等
に
こ
の
銅
筒

の
こ
と
が
述

べ

ら
れ
て

い
る
。

(2
)

三
宅
敏
之
氏

「遺
構
と
遺
物
」

(雄
山
閣

『新

版
仏
教
考

古
学
講
座
』
第
六
巻
、
経
典

・経
塚
、

一
九
七
七

年
六
月
所
収
)
、

お
よ
び
関
秀
夫
氏

『経
塚
』

(
ニ
ュ
ー
サ
イ

エ

ン
ス
社
、
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
i
33
、

一
九
八
五
年
三
月

)
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

(3
)

千
光
寺

の
遺
例
は
、

一
九
六
〇
年
入
月
に
淡
路
信
用
金

庫
美
術
館
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
淡
路

の
文
化
』

に
銘
文
と
共

に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
五
十
川
伸
矢
氏
は

最

近
発
表
さ
れ
た
論
文

の
中

で
、
鋳
物
師
に
関
連
し
て
触

れ
ら
れ
て

い
る

〈同
氏

「丹
南

の
鋳
物
師
」

(新
人

物
往
来
社

『中
世

の
風
景
を
読
む
5

信
仰

と
自
由

に
生
き
る
』

所
収
、

一
九
九
五
年

一
〇
月
)
。
〉
真
禅
院

の
遺
例

は
、
同

氏
の
論
文
に

の
せ
ら
れ
て

い
る
実
測
図

に
よ

っ
て
そ

の
存
在
を
知
る

こ
と
が

で
き
た
資
料

で
あ
る
。

(4
)

『讃
岐
名
勝
圖
給
』
の
本
文
に
は

「
経
筒
二
基

(同
処
門
前

に
あ
り
)」
と
し
、
「
経
筒

の
図

お
よ
そ
高

さ

一
丈
ば
か
り

今

一
基
、
銘

に
曰
く

弘
安
第
九
天
醸
鰍
五
月

日
大
願
主

云
々
」
と
記
し
、
図
を

の
せ
て

い
る
。

(5
)

大
川
郡
大
川
町
に
所
在
す
る
筒
野
と
西
教
寺

の
石
憧

に

つ
い
て
は
、

『大
川
町
史
』

(
一
九
七
八
年
二
月
刊

)
に
簡
略

で
は
あ

る
が
紹
介

さ
れ
て

い
る
。

(6
)

『大
仏

と
鬼
ー
見
え
る
も
の
と
見
え
な

い
も

の
ー

』

(朝

日
新
聞
社
、
朝
日
百
科
、

日
本

の
歴
史

別
冊
、
歴

史
を
読

み
な
お
す

5
、
所
収
、

一
九
九
四
年
四
月
)

(7
)

川
勝
政
太
郎
博

士

「
伊
行
末
系
大
工
と
そ

の
作

品
」

(『
日
本
石
材
工
藝
史
』

一
九
五
七
年

一
月
所

収
)

(120)

 

四
、

あ

と

が
き

本
稿
で
は
、
狭
山
池
に
運
ば
れ
た
石
棺
材
と
の
関
連

で
、
播
磨
地
方
に
集
中
す
る

い
わ
ゆ
る
石
棺
仏

の
起
源
に
つ
い
て
言
及
す
る

こ
と
、
鎌
倉
時
代
の
と
く
に
律

宗
系
寺
院
に

の
こ
さ
れ
て
い
る
結
界
石
標
を
取
上
げ
る

つ
も
り

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
余
裕

が
な
か

っ
た
。
後
者

に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
関
心
を
持
ち
、
資

・
史

料

の
収
集
を
進
め
て
い
る
膀
示
遺
構
と
合
わ
せ
て
、
別

の
機
会
に
ゆ
ず

る
こ
と
に
し
た
い
。


